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Ⅵ 令和７年度 東聖小学校学校経営方針
１ 学校経営の基本方針

『 子ども達の笑顔かがやく学校 』
学校は、保護者・地域住民が信頼して児童を託すことができる場所でなければならない。

そのために学校は、確かな学力、豊かな心、健やかな体の育成、つまり生きる力の育成を目
指し、家庭・地域と一体となって、教育活動を展開していくことが強く求められている 「生。
きる力」を獲得したとき、子ども達は笑顔を見せる。

「一人の優れた教師は、百の施策に勝る」と言われる。成功の可否は、一人一人の教師の
能力に負うところが極めて大きい。そこで 「教育は愛なり」を理念に据え、学校教育の原点、
である教師の深い愛と強い使命感をもって子どもの人格形成に努める 教師と子どもとの ふ。 「

」 、 「 、 、れあい を大切にした教育を基本とし 教育のプロとして 子どもを理解し 心を引きつけ
子どもの未知なる能力を引き出す魅力ある教師」を目指すとともに 「保護者や地域住民から、
信頼される教師」として 『教育愛に満ち、常識と教養を備え、豊かな人間性と総合的な人間、
力・指導力を持ちえた教師集団（チーム東聖小 』を創り上げていく。具体的な教師像として）
「北海道における教員育成指標」に示されている資質・能力の獲得を目指す。
更には「地域は屋根のない学校であり、人や自然はみんな教師なり」を根底に、保護者や

地域住民と連携・協力しながら、地域に根ざし、地域とともに歩む「地域の学校』づくりを
進める。
そのような教育環境の中で 『子ども達の笑顔かがやく学校』を目指す。、
これらの実現に向けて、国や道の動向、教育関係機関の教育行政方針、学校評価、学校運

営協議会の熟議を踏まえ、下記を学校経営方針の柱とする。
(1) コミュニケーションとチームワーク、説明責任を重視した信頼される学校づくり

学校の教育目標の具現化を目指し、学校力を最大限に発揮できるよう教職員がチーム
をつくり組織的な校務運営を進める。また、学校・家庭・地域のコミュニケーションと
チームワークを大切に連携・協働し、教育情報の積極的な提供による説明責任を果たす
中で信頼される学校を築く。

(2) 子どもの確かな成長を促し 「生きる力」を育む教育の推進、
子ども一人一人に「生きる力」を育み、子どもが学び続ける生涯学習の基盤をつくる

のが学校教育の使命である。子どもの確かな成長を促す指導により、学ぶ意欲を高め、
確かな学力、豊かな心、健やかな体など、知・徳・体の調和の取れた発達を遂げる教育
を推進する。

(3)「豊かで望ましい人間関係」を基盤とした温もりのある教育の推進
人と人とのかかわりが教育の基本であり原点である。いじめや不登校のない、明日の

学校を待ち望む「魅力ある学校」を築くため、心を通わせ、人格を尊重し合う「豊かで
望ましい人間関係」を基盤とした温もりのある教育を進める 「この子を見捨てない、見。
放さない、よいところは逃さない」という信念のもと、子ども一人一人をかけがえのな
い存在として共感的な理解のもと心に寄り添う指導をする。

(4)義務教育９年間で目指す資質・能力を確実に育む小中一貫教育の推進
令和元年度から本町では、小中一貫教育が実施されている。令和３年度には「東神楽

町イノベーションプログラム」が立ち上がり、機能している。小中一貫教育実施に当た
っては 「９年間で目指す子ども像」の達成のために、９年間の系統性を確保した教育課、
程を適切に実施していく。

(5)「教えるプロ」として自覚し、指導力のある教師を目指す研修・研究の充実
、 。「 」 、教育の成否は 子どもと直接かかわる教師による 教えるプロ としての自覚や誇り

責任をもって教育することが肝要である。明るい笑顔、温かく親身な指導、丁寧で分か
る授業など、教育愛と使命感にあふれ、人間性豊かで指導力のある教師となるよう研修
・研究の充実に努める。

(6) 教育課程の検証サイクルの充実
教育課程の実施状況を評価してその改善を図る検証改善（PDCA）サイクルを充実させ

る。育成を目指す資質・能力を明確にし、教育活動の検証と改善の充実を図っていく。
その際、小中一貫教育の視点も重視する。

(7) 子どもと向き合う時間の確保に向けた教職員の業務改善
平成28～30年度、文科省「チーム学校の実現に向けた業務改善等の推進事業 「学校」、

現場における業務改善加速事業」の指定校として研究を進めてきた。平成30年度に校務
運営組織を現在の形に見直し、教職員の業務が適切に分担されるよう配慮した。子ども
のために全力を尽くすことができる体制であるか引き続き検証を進めていく。また 「東、
神楽町立学校における働き方改革アクションプラン」に基づいた取組を確実に進めてい
く。
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(8) 学校、家庭と地域が一体となって子どもを育てる、地域とともにある学校づくりの推進
学校・家庭・地域が目標を共有し、P(計画)・D(実践)・C(評価)・A(改善)サイクルを

通して、三者の連携・協働による学校運営体制を確立する。学校運営協議会を一層機能
させ、地域に開かれた信頼される学校、地域とともにある学校づくりに邁進する。子ど
も一人一人が自分のよさを自覚・発揮し、未来に夢や希望を抱き、相互に認め合い、高
め合いながら 「夢に向かって 明るく真剣に」取り組む子どもを育てる。、

２ 東聖小学校の教育目標
(1) 教育目標

夢に向かって 明るく真剣に
助け合う子（徳） 考える子（知） 鍛える子（体）

〈教育目標に込められた願い〉
東神楽町では小中一貫教育に取り組み 「９年間で目指す子ども像」を策定している。、

この子ども像は、学習指導要領に示された「生きる力」の育成、つまり「知・徳・体」の
バランスの取れた育成を目指すものである。

しかし、本校の学校教育目標は、その形式とはあっていなかった。さらに、学校運営協
議会でも、従来の「学校教育目標」は制定されてから二十数年経過していることから、新
しい教育のねらいに合わせ、学校教育目標を改訂する時期にきているという御意見をいた
だいていた。

そこで、令和３年度、学校教育目標を改定するに至った。
改定に当たっては次の４点に留意した。

○「東神楽町義務教育の９年間で目指す子ども像」に準拠したものであること
○学習指導要領に示された「生きる力の育成 、つまり知・徳・体のバランス」

の取れた育成を目指すものであること。
○東聖小の伝統を受け継ぐものであること
○簡潔な表現であること（短い言葉で覚えやすいものであること）

上位目標については 「明るく真剣に」という戦前からの伝統と 「夢」という未来志向、 、
の言葉を組み合わせることで 「生きる力」を身に付け、東聖っ子らしく自己実現を目指、
す姿をイメージした。

具体目標は「行為を表す言葉」とした 「状態を表す言葉」の最大の長所は、わかりや。
すさにある。ただ、例えば「たくましい子 「たくましく」が目標の時、生まれつき身体」
の弱い子にとって、この目標を達成することはかなり難しいことになる。それに比べ「鍛
える子」が目標であれば、目標は行為なので、身体の弱い子でも達成することができる。
このことから 「行為を表す言葉」を選択した。、

また、順番を徳・知・体にしたのは、全ての学びは安心して心通わせる仲間がいる学級
環境の元で行われるという考えが根底にある。また、具体目標「たすけあう子 「かんが」
える子 「きたえる子」を覚える際、１文字目を並べた順番が「た・か・き」になり 「高」 、
き理想」に向かうイメージと結び付くためである。
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(2) 目指す学校像

(3) 目指す教師像 ～北海道における教員育成指標より～

【教職を担うに当たり必要となる素養に関連する観点】
教育者として、強い使命感・倫理観と、子どもへの深い教育的愛情を、常に持ち続ける教員

教育的愛情 ・子ども一人一人の個性を尊重し、よさや可能性、成長の余地などに目を向け、そキ
れを伸ばす

－

使命感や責任感・倫理 ・子ども一人一人の学びに責任をもち、時代に応じた教育、学校の社会的役割及びと
観 教育公務員として遵守すべき法令等を理解し、職務上の義務を果たすな
総合的人間力 ・社会体験や保護者、地域との関わりの中で、人間性、社会性、協調性を高めるる

資
教職に対する強い情熱 ・教職への誇りをもち、人権意識に基づき、教育活動において全ての子どもを尊重質
・人権意識 する能

力
主体的に学び続ける姿 ・情報収集や各種研修等を通して、必要な資質能力を身に付けるために学び続けよ
勢 うとする

【教育又は保育の専門性に関連する観点】
教育の専門家として、実践的指導力や専門性の向上に、主体的に取り組む教員

教科等や教職に関する ・教職の意義や教員の役割、教科等や職務内容に関する専門的な知識・技能を身にキ
専門的な知識・技能 付け、職務に生かす

－

授業力 ・学習指導要領等を踏まえ、子どもの心身の発達や学習過程について理解し、ねらと
いを明確にした学習者中心の授業を展開するな

・子どもの興味・関心を引き出す教材研究や協働した授業研究を行うる
主体的・対話的で深 ・ 主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善」について理解し、授業づ資 今 「
い学びの実現に向け くり・実践・評価・改善等を行う質 日
た授業改善能 的

力 な
カリキュラム・マネ ・カリキュラム・マネジメントの意義を理解し、教育活動の不断の検証・改善を行教
ジメント う育

課
道徳教育の充実 ・道徳教育の目標を理解し、道徳科をはじめ、学校の教育活動全体を通じて、道徳題

教育を実践するへ
外国語教育・ 国際 ・外国語教育や国際理解教育の重要性や課題を理解し、実践に生かすの
理解教育の充実対

応
力

信 保 子どもにとって魅力ある学校 教
頼 護 働 師
を 者 き に
寄 や が と
せ 地 い っ子ども達の笑顔かがやく学校
ら 域 の て
れ に 夢に向かって 明るく真剣に あ
る と 助け合う子（徳） 考える子（知） 鍛える子（体） る
学 っ 学
校 て 校

魅力ある学校

○子どもにとって、温かい心が通い合い、一人一人が大切にされ、安心して活動で

き学ぶ喜びにあふれた魅力ある学校

信頼される学校

○保護者や地域にとって、子どもの教育に惜しみない協力ができ、子どもの成長に

信頼を寄せられる学校

働きがいのある学校

○教職員にとって、相互に協働・共感でき、一人一人の専門性と特性が発揮でき、

働きがいのある学校
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子ども理解力 ・子どもに積極的に関わり、子ども一人一人の心身の発達の過程や特徴、背景や環
境を含めて的確に子どもを捉える

生徒指導・進路指導力 ・個や集団を指導するための手立てを理解し、個々の悩みや思いを共感的に受け止
め、学校生活への適応や人格の成長を援助する

・子どもの個性や能力の伸長と健全な心身の育成を通して、自己実現を図る指導を
行う

学級経営力 ・子ども同士のコミュニケーションを促進し、計画的に望ましい集団をつくり上げ
る

・子どもたちとの信頼関係を構築して、それぞれの可能性や活躍の場を引き出す
特別な配慮や支援を必 ・特別な配慮や支援を必要とする子どもの特性等を理解し、実践に生かす
要とする子どもへの対 ・組織的な対応に必要な知識・支援方法を理解し、学習上、生活上の支援を工夫す
応力 る
ＩＣＴや情報・教育デ ・授業や校務等でICTを効果的に活用するとともに、子どもの学習の改善を図るた
ータを利活用する力 め、教育データを適切に活用する

・子どもの情報活用能力を育成する授業実践を行

【連携及び協働に関連する観点】
学校づくりを担う一員として、地域等とも連携・協働しながら、課題解決に取り組む教員

学校づくりを担う一員 ・職業観や人間関係のほか、公共心や社会通念などの重要性を理解し、それに基づキ
としての自覚と協調性 き行動する

－

コミュニケーション能 ・考えや学校の方針等を分かりやすく伝えるとともに、相手の意図を理解し意思疎と
力（対人関係能力を含 通を図り、良好な人間関係を構築するな
む）る
組織的・協働的な課題 ・自らの学びと実践を省察を通して身に付けた課題対応・解決能力を生かし、他の資
対応・解決能力 教職員と積極的に関わり、学校運営の持続的な改善に求められる役割を果たす質

・危機管理の知識や視点を身に付け、職務に生かす能
地域等との連携・協働 ・子どもの家庭及び地域社会の状況や自身や学校の強み・弱みを理解し、保護者や力
力 関係機関等と連携・協働して取り組む
人材育成に貢献する力 ・支え合える環境をつくるとともに、他の教職員を積極的に支援する

（詳細資料 １ 「北海道における教員育成指標 ）」

(4) 目指す子ども像

「東神楽町義務教育の９年間で目指す子ども像」に迫るために、教育目標と「学習指導
要領で育成を目指すよう示された資質・能力」との関連から本校で目指す子ども像を設定
し、子どもの学習状況等を踏まえた重点目標達成のために焦点・重点化を図ったより具体
的な取組を進めていく。

《東神楽町義務教育の９年間で目指す子ども像》

夢と自信をもち、志をもって粘り強くやり抜く児童生徒の育成

目指す子ども像 豊かな心 確かな学力 健やかな体

やさしい子 粘り強く学ぶ子 進んで体を鍛える子

あいさつができ、友だちと めあてを理解し、自分で問 楽しく運動し、きまりを守１・２年
仲良くしようとする子 題を解こうとする子 って安全に生活しようとす

る子小

心をこめて挨拶し、相手の 課題を見付け 進んで考え 体力をつけ、健康・安全に３・４年 、 、
ことを考えて行動しようと 解決しようとする子 過ごそうとする子学
する子

時と場をわきまえた挨拶が 自ら課題をもち、仲間とと たくましい体をつくり、健校 ５・６年
でき、互いを思いやり、温 もに、多面的に考え、追求 康・安全のために的確に判
かい行動をとろうとする子 しようとする子 断し行動しようとする子

人の役に立とうとする生徒 進んで学びとる生徒 積極的に体を鍛える生徒中学校
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《本校で目指す子ども像（低学年 》）

夢に向かって 明るく真剣に教育目標 ：

夢に向かう子助け合う子（徳） 考える子（知） 鍛える子（体）

友だちと一緒に、 粘り強く学習し、 自ら体を鍛え、成 明朗闊達、夢や希
よりよい生活を創 成就感がもてる子 就感がもてる子ど 望を膨らませるこ
造していく子ども どもの育成 自立 もの育成（自立） とができる子ども（ ）

（ ）の育成（共生） の育成 挑戦意欲

・友だちと仲良く ・課題を解決する ・運動や安全のき ・自分の目標を持知識及び技能の
できる子 ための知識や技 まりを知ってい つことができる習得

・挨拶できる子 能を身に付けて る子 子育
いる子成

を
・命の大切さに気 ・見聞きしたこと ・友だちと一緒に ・しっかりと考え目 思考力・判断力

づく子 をもとに考え、 考え運動する を伝える子指 ・表現力、等の
自分で問題を解 （遊ぶ）子す 育成
くことができる資
子質

・
・あいさつができ ・めあてを理解 ・楽しく運動しき ・自分の良さに気能 学びに向かう力、 、

友だちと仲良く し、自分で問題 まりを守って安 づき、目標をも力 人間性の涵養
しようとする子 を解こうとする 全に生活をしよ って行動しよう

子 うとする子 とする子
・自分の責任を果

たそうとする子

＊太字は、東神楽町９年間で目指す子ども像

《本校で目指す子ども像（中学年 》）

夢に向かって 明るく真剣に教育目標 ：

夢に向かう子助け合う子（徳） 考える子（知） 鍛える子（体）

友だちと一緒に、 粘り強く学習し、 自ら体を鍛え、成 明朗闊達、夢や希
よりよい生活を創 成就感がもてる子 就感がもてる子ど 望を膨らませるこ
造していく子ども どもの育成 自立 もの育成（自立） とができる子ども（ ）

（ ）の育成（共生） の育成 挑戦意欲

・相手のことを考 ・自ら気付き、取 ・健康・安全に関 ・向上のために努知識及び技能の
えることができ り組むことがで する知識を身に 力できる子習得
る子 きる子 つけている子育

成
・命の大切さを考 ・決めたことを工 ・工夫しながら楽 ・正しい判断で人を 思考力・判断力

え行動できる子 夫し、解決でき しんで運動する とかかわる子目 ・表現力、等の
る子 （遊ぶ）子指 育成

す
・心をこめて挨拶 ・課題を見付け、 ・体力をつけ、健 ・個性伸長を図資 学びに向かう力、

し、相手のこと 進んで考え、解 康・安全に過ご り、目標達成に質 人間性の涵養
を考えて行動し 決しようとする そうとする子 向けてがんばろ・
ようとする子 子 うとする子能

・目標達成に向け力
てがんばる子

＊太字は、東神楽町９年間で目指す子ども像
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３ 本年度の重点教育目標

保護者・地域から信頼され『子ども達の笑顔かがやく学校』を実現するためには、子どもの確
かな学びを保障し「生きる力」を育成しなければならない。

そのために、平成30年度・令和元年度は 「心わくわく」する授業・活動に参加することで、子、
どもは確実に成長するという信念のもと、我々教職員は、子ども達が「心わくわく」する教材研
究や教育活動の工夫・改善に没頭してきた。さらに令和元年度末より始まったコロナ禍を経て、
学校教育の本質的な意義を踏まえ行事の在り方などの再検討や、また学習指導要領に準拠した新
しい時代に必要となる資質・能力を踏まえた教育課程を編成してきた。

中教審より示された「令和の日本型学校教育」では、学習指導要領において示された資質･能力
の育成を着実に進めることが重要であり、そのためには新たな学校における基盤的なツールとな
るＩＣＴも最大限活用しながら、多様な子ども達を誰一人取り残すことなく育成する「個別最適
な学び」と、子ども達の多様な個性を最大限に生かす「協働的な学び」の一体的な充実が図られ
ることが求められている。また、その際にはカリキュラム･マネジメントの取り組みを一層進める
ことが重要とされている。さらに学習指導要領では 「社会に開かれた教育課程」を目指し 「主、 、
体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善や「カリキュラム･マネジメント」の確立を図
っていくことが求められている。

令和６年度は 「笑顔いっぱい ～ 主体的に学び 共に高め合う子の育成 ～ 」を重点教育、
目標と設定し、特に自己有用感の育成を目指し、教育活動を取り組んできた。成果と課題につい
て各種調査及び学校評価の結果等を基に分析すると以下の通りである。

笑顔いっぱい
～ 自ら考え行動し 学び合う子の育成 ～

《本校で目指す子ども像（高学年 》）

夢に向かって 明るく真剣に教育目標 ：

夢に向かう子助け合う子（徳） 考える子（知） 鍛える子（体）

友だちと一緒に、 粘り強く学習し、 自ら体を鍛え、成 明朗闊達、夢や希
よりよい生活を創 成就感がもてる子 就感がもてる子ど 望を膨らませるこ
造していく子ども どもの育成 自立 もの育成（自立） とができる子ども（ ）

（ ）の育成（共生） の育成 挑戦意欲

・互いを思いやり ・自ら課題を見つ ・運動の大切さを ・目標に向かい見知識及び技能の 、
温かい行動が取 け、実践するこ 知り、体を鍛え 通しをもつこと習得
れる子 とができる子 る子 ができる子育

・時と場をわきま成
え、挨拶できるを
子目

指
・生命尊重の姿勢 ・多面的に考え、 ・興味・関心をも ・正しく判断し、す 思考力・判断力

で、視野広く活 追求する子 って、考えなが 行動する子資 ・表現力、等の
動できる子 ら体を動かし鍛質 育成

える子・
能

・時と場をわきま ・自ら課題をも ・たくましい体を ・自他を知り、目力 学びに向かう力、
えた挨拶ができ ち、仲間ととも つくり、健康・ 標に向かい見通人間性の涵養 、
互いを思いやり に、多面的に考 安全のために的 しをもって努力、
温かい行動をと え、追求しよう 確に判断し行動 しようとする子
ろうとする子 とする子 しようとする子 ・自他を知り、向

上のために努力
する子

＊太字は、東神楽町９年間で目指す子ども像
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学力向上に関わって、年度初めに実施した全国学力・学習状況調査では全国平均を上回る結果
となったが、標準学力検査教研式ＮＲＴの結果では、教科・領域で全国比を下回るものもみられ
ている。さらに両検査から下位層の割合が増加傾向であり、アンダーアチーバー児道も一定数存
在している。それらの結果を受け、日常の授業改善を基本として 「放課後学習支援（Ｔ塾 」の、 ）
参加奨励 「伝え合う活動」の継続と質の向上、朝学習での反復練習等の取組充実が示され、改善、
に努めてきた。また、校内研修による授業改善が図られ、学校評価の「学習内容の理解 「協働的」
な学びの実感」では肯定回答が９割前後とよい結果となっている。さらに「学びがい」児童アン
ケート、教師アンケートからも話し合いを通して学びを進めていることが窺える。

「読書習慣の定着」については、決して良い値ではないものの、若干向上してきている。読解
力を伸ばすためにも、読書の楽しさを伝えていきたい。

体力向上に関わって学校評価「運動の習慣化」については 「東聖リズム体操」や「縄跳び等」、
の取組に加え、新たにチャレンジコーナー設置や縄跳びの取組方の工夫や、さらには体育通信に
て情報発信をしたことにより、児童の肯定割合が向上し、保護者への理解が高まっている。新体
力テストにおいても、概ね平均以上の結果となっている。今後も維持できるように努めていく。

心育成に関わっては、学校評価「いじめを許さない態度 「仲よく生活」の項で三者とも高い評」
価を得た。今年度、積極的な認知により、いじめの認知件数は増加しているが 「いじめの見逃し、
ゼロ」に向けて組織的な取組を継続するとともに、発生しづらくする学級経営が求められる。さ
らにこれまで以上に早期発見・早期解決に努めていく。

「明るく元気な挨拶」の項では、挨拶のよさや必要性を考えた取組を進め、もっと児童を動か
し主体的に取り組む姿を期待したい。

「生きがい・学びがい」児童アンケート結果において 「学校が楽しい」の設問では、否定回答、
児童０を目指した中、肯定回答が96％の結果を得た。同様に「自分にはよいところがある 「先生」
や友達が認めてくれる」でもほぼ９割の児童が肯定回答だった。それは、児童の心理的安全性が
保たれた充実した学年・学級経営の賜と思われる。今後も子ども達のウエルビーイングを高める
教育を継続していく。

学校評価等の分析の他にも、各種法令や調査等の結果から期待される力の育成もある。以下そ
れらを整理した。

【学校評価から期待されること】
・学習内容の定着
・読書指導の充実
・学習習慣の確立
・遊びや運動の習慣化
・規則正しい生活リズムの確立
・豊かな心の育成（自立〈強い意志・挑戦・努力〉と共生〈思いやり・協調性〉のバラン
ス）

【各種法令、方針等から期待されること】
・学習指導要領の趣旨に基づいた教育活動の推進

→新しい時代に必要となる資質・能力の育成
・社会に開かれた教育課程の編成に向けた取組
「 」 「 」 、「 」・ 個別最適な学び と 協働的な学び を一体的に充実し 主体的・対話的で深い学び
の実現に向けた授業改善

・道徳教育、外国語教育、キャリア教育、ふるさと教育、ＩＣＴ教育、プログラミング教
育の充実

・特別支援教育（一人一人の教育的ニーズに応じた学びの場の整備、状態に応じた適切な
指導や支援）の充実

・いじめ防止
・コミュニティ・スクール、小中一貫教育の推進
・働き方改革に沿った業務改善の取組
・発達支持的生徒指導（児童が自発的・自主的に自らを発達させていくことを尊重）の充
実

・主観的ウェルビーイングの向上（自己有用感、自己肯定感、他者とのつながり等）
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【全国学力・学習状況調査、ＮＲＴ結果から期待されること】
・アンダーアチーバー児への対応
・伝え合う、話し合う学習の充実
・思考の筋道を大切にした学習、既習事項を活用してノートに書く学習、説明する学習
・記述式問題に対応する学習
・考えを深め合う学習意欲（課題、まとめ、書く、発表、話合い）
・挑戦意欲、自己肯定感の醸成 ・規範意識の醸成 ・地域や社会等への関心
・テレビ、ゲーム時間の短縮 ・計画的な家庭学習時間、読書時間の増加

【全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果から期待されること】
・新体力テスト結果分析
・児童の運動能力傾向の把握
・課題改善の具体的取組

社会の変化が加速度を増し、複雑で予測困難な時代が到来しつつある。そのような急激に変化
する時代をたくましく生き抜くために目指す児童の姿について、学習指導要領前文に次のように
示されている。

一人一人の児童が、自分のよさや可能性を認識するとともに、あらゆる他者を価値のある存在
、 、 、として尊重し 多様な人々と協働しながら様々な社会的変化を乗り越え 豊かな人生を切り拓き

持続可能な社会の創り手となることができるようにすること
つまり、これらの資質・能力を育むためには、学習指導要領の確実な実施が重要であり、今後

それを支えるツールとしてICTの活用が必要不可欠となる。

今年度の研修は研究主題を「学ぶ喜びを感じる子どもの育成～見通しと振り返りの充実と教師
の働きかけの工夫～」と設定し、単元や１時間の「見通し」を子ども達と共有した授業、学習の
「振り返り」を大切にした授業を継続してきた。見通しをもちながら能動的に学ぶ姿がたくさん
見られた。自らの学びを振り返り、本時の成果を感じたり次時に向けて取り組むべきことを考え
たりする姿が見られた。昨年度までの研究であった自分の考えをもち、それをペアやグループ、
全体と伝え合う中で学びを深める姿は、日常のものとなっている。ＩＣＴ機器を活用した実践に
ついても日々の使用状況からスキルアップにつながっている。

しかしながら、学力向上に関しても一定の手応えは掴んでいるものの、確固たるものとは言え
る状況ではないと考える。前述の通り、全ての子ども達の可能性を引き出す教育を推進するため
にも、今年度も学力向上を重点として全職員が一丸となって取り組んでいく。

そこで、昨年度からの継続とし本年度の重点目標を「笑顔いっぱい ～自ら考え行動し 学び
合う子の育成～」とした。子ども達が「生きる力」を身に付けたとき、具体的に示すと知識・技
能を獲得したとき、仲間と協力し合ってやり遂げたときなどに「かがやく笑顔」となるという前
段の目指す児童像は継続していく 「笑顔いっぱい」は、学校という学びの場において、一人一人。
が数多くの力を身に付けてほしい、多くの児童のたくさんの笑顔が見たいという願いを込めて、
子ども向けの合言葉としてどの場面においても意識させていきたい。

「自ら考え行動し」とは、昨年度の校内研究の成果である見通しをもち能動的に学ぶ姿をイメ
ージしている。子ども達が意欲をもち学ぶことは、個々の大きな成長につながる。学習面のみな
らず、自分で考え、いろいろなことに挑戦し、成功や失敗を通して学んだり行動したりする姿を
期待している。そのためには、子ども達のトライアンドエラーを受容する教育活動・学級経営を
基板としたい。

「学び合う」とは、互いの考えを交流し合いながら解決につなげる学びの面だけではなく、日
常の生活での協働する活動において目標や役割をもち、責任を果たしていく過程を通して、友達
を認めたり友達に認められたりしながら自信を深め、より高みを目指していく姿を考えている。
その中であることのできる「自己有用感」を育成することを重視していきたい。人から認められ
た、人の役に立った、人から感謝された、という「自己有用感」は、自分と他者との関係を自他
共に肯定的に受け入れられることで生まれる自己に対する肯定的な評価となる。さらに自己有用
感の高まりは、チャレンジ精神や前向きな心を育むことにつながる。自己有用感の育成を図るこ
とで、規範意識の醸成につなげ、自己肯定感（自尊感情）を育み、子ども達のウエルビーイング
を高めるようにしていきたい。自分の夢や目標に向かって歩んでいく児童の姿を期待したいと考
えている。



-経営方針 17 -

さらに、昨年度より東神楽町教育執行方針に示された「子ども一人一人の学びがい、生きがい
を高める教育の推進にも注力していきたい 「生きがい」に関しては、具体的な取組として示され。
ている本校で既に実践している総合的な学習の時間の「12歳のハローワーク」の学習を核にしな
がらも、集団内での関わりを通じて自己有用感の育成や他教科などで人と関わる際にもやりがい
や喜び、あるいは苦労なども触れさせたい 「学びがい」に関しては、学習が楽しい、考えるのが。
楽しい、話し合って答えを見つけるのがおもしろいなど、主体的・対話的で深い学びを実現する
授業改善を行ない子ども達のウエルビーイングを高めていく。それを把握するために、町教委よ
り示された質問紙を行い検証・改善していく。ここに示したことは、新たに付加するものではな
く、今までの取組を検証･改善を繰り返しながら継続してくことが大切であると考えている。

また、東神楽町では令和元年度から小中一貫教育がスタートしている。令和３年度からは「東
神楽町イノベーションプログラム」に基づき教務部、指導部、研修部に分かれた活動を推進して
いる。アフターコロナの時代となり、互いに幼小、小小の連携の強化と小中一貫教育の充実・改
善をより一層進めていかなければならない。９か年で目指す子ども像については、本校の目指す
児童像にも反映させたが、中学校で目指す子ども像が最終ゴールであるという認識を常にもち、
指導に当たっていく。併せて今年度は特に幼小の連携強化を意識してを進めていく。

「東神楽町立学校における働き方改革アクションプラン」に基づいた取組を進めるとともに、
業務改善の結果を踏まえた新たな校務運営組織の在り方も継続して検証していかなければならな
い。効率的で効果的な組織の在り方を絶えず問うていく必要がある。ただし、教育活動の質の低
下を招いてはならない。この二律背反的な側面を乗り越えていくには、決して気負うことなくベ
ターな策の繰り返し、積み重ねが近道であることを肝に銘じるとともに、私達自身が東聖小の職
員としての自分の役割を自覚し協働の意識をもち、チーム東聖小として「共通・一貫・徹底・継
続」を合言葉として、何事にも前向きに進んでいきたい。
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４ 経営の方針
(1)東神楽町小中一貫教育の理念に基づき、義務教育９年間を通して、学校・家庭・地域が一

緒に子ども達を育てていく。
①９年間で目指す子ども像を常に意識し、教育活動に当たる。
②「東神楽町イノベーションプログラム」を生かした幼保小、小小の連携の強化と小中一

貫教育の充実・改善を図る。
(2)年度の重点を踏まえ、共通認識と協働による組織的で効果的な創意ある校務運営を推進す

る。
①全教職員が経営参画意識をもち 「報・連・相」による情報共有と共通理解・共通指導、

に努め、組織的な校務運営を推進する。
②学校力を最大限に発揮するよう学年団（担任以外の教職員の学年所属化）での取組を充

実させ、協働体制による組織的な校務運営を推進する。
③学校評価により教育の質的改善を図った創意ある校務運営を推進する。

笑顔いっぱい ～自ら考え行動し 学び合う子の育成～

「助け合う子」(徳) 「考える子 （知） 「鍛える子 （体）」 」

友達と一緒に、よりよい生活を創 粘り強く学習し、成就感のもてる 自ら体を鍛え、成就感のもてる

造する子どもの育成（共生） 子どもの育成（自立） 子どもの育成（自立）

■いじめの根絶、問題行動等の早 ■日常的な体を動かす遊びの奨励■ICT環境を適切に活用した「個別

期発見のための体制の充実 や、運動の楽しさを味わわせる（ア 最適な学び と 協働的な学び」 「 」

体力づくりの推進及び取組活性ンケート、教育相談、家庭との連携 を一体的に充実し 「学びがい・、

（ 、の緊密化等） 体育指導の充実生きがい」の高まりにつながる 化への環境整備

日常的な実践：準備体操の工夫、ラ■発達支持的な生徒指導の側面に 「主体的・対話的で深い学び」

(支持的風土の ンニング、縄跳び等）重点を置いた指導 の実現に向けた授業改善

■基礎基本の確実な習得 新体力テスト結果分析後、課題改醸成を目指した学級経営、挨拶の励 ■

■学習規律の徹底と校内で一貫し 善につながる取組行、学年団による複数の目での児童

）理解) た指導の確立 ■生活習慣の定着(早寝･早起き･朝ごはん

(マナー・食べ残し減）■人との関わりの中で生まれる 自「 ■学ぶ意欲を高める指導(教育資源 ■食育の推進

の活用、見通しを立てたり振り己有用感」を育成することを重

返ったりする活動を位置付けた視する活動

■主観的なウェルビーイングの状 学習過程の改善等)

況を把握 学びがい 生きがい ■学年団による専門性を生かした（ 、 ）

し、学校教育全体を通じて子ど 指導

も達のウェルビーイングの向上 ■ＴＴ、少人数、習熟度による指導

(図書館の活用、朝■異学年、異年齢との交流学習 ■読書活動の推進(幼、

読、昼読、家読、読み聞かせ、蔵書中、友愛クラブ 等)

の充実)

■一人一人の教育的ニーズを踏ま

えた特別支援教育の充実

家庭学習（課題・■学習習慣の定着【

自主学習 】）

■地域の教育資源の活用

(まちの先生、自然、施設等)

「夢に向かう子」

明るく真剣に、夢や希望を膨らませることができる子どもの育成（挑戦・意欲）

■自己及び他者への積極的に関わる活動の充実 ■係・当番・役割等への意欲化を図る指導の充実

■夢や目標に向かって努力する場面の設定と振り返り活動の充実（12歳のハロ－ワーク、キャリアパスポートの活用

等）
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④幼・保との連携を図った小中一貫教育の円滑な推進を保障する学校運営を推進する。
(3)学ぶ意欲と確かな学力、豊かな心、健やかな体を育む「社会に開かれた教育課程」を編成

・実践・検証する。
①教科横断的内容の検討、地域と連携した教育活動、PDCAサイクルの確実な実施を行うカ

リキュラム・マネジメントの確立を図る。
②ICT機器の効果的な活用を含む「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業改善を

推進する。
③「特別の教科 道徳」を要とした道徳教育の充実を図り、豊かな心を育てる。
④新しい時代に必要となる資質・能力の育成を図る。
⑤言語活動の充実や子ども同士で学び合う場面の工夫等、高め合う学習活動を推進する。
⑥「家庭学習の手引」の活用や家庭と連携した課題等の提示により、学習習慣の定着を図

る。
(4)機能しやすい校務分掌・学年経営を確立し、各分掌、他学級との有機的な連携を図り、組

織体として機能する経営に努める。
①分掌部会の機能化
②分掌会議の活性化と充実（校務分掌会議）
③学年団の有機的な連携をすすめ、複数の目で児童の姿を見守る体制を構築する。
④目標の明確化と工夫・改善・学期の反省、中間評価・年度末学校評価の充実
⑤日常の報告・連絡・相談（ホウレンソウ）を徹底し、不測の事態に対応できる危機管理

体制の維持
⑥人の和を大切にし、互いに信頼し協働する教職員集団の形成

(5)一人一人のよさや能力を伸長する学年・学級経営の立案・実施・評価に努める。
①教育目標や重点目標を踏まえた学年・学級経営の計画・実施・評価・改善に努める。
②望ましい学級風土や人間関係を醸成し、心の居場所となる学級経営に努める。
③全教職員が発達支持的生徒指導を行い、全児童の担任としての意識で児童理解と課題解

決に努める。
(6)ゆるぎない信頼を得るために、教職員一人一人の実践的指導力の向上を目指す研修活動を

推進し、教育公務員としての自覚と使命感に基づいた行動に努める。
①研究主題に沿った組織的・計画的・実証的な研修を推進し、子どもの変容等から成果を

検証する （一人一授業公開、授業交流週間の設定 等）。
②新しい時代に必要となる資質・能力を踏まえ、授業の目標や内容を見直す。
③主体的・対話的で深い学びを位置づける。
④新しい時代に必要となる資質・能力の育成を図る。
⑤資質や指導力の向上目指して各種研究会・研修会へ積極的に参加し、その還流を図る。
⑥教育公務員としての法令順守の意識を強くもち、日常の行動に気を付ける。

「 （ ）」「 （ ）」「 （ ）」４つのＳ ＳＭＩＬＥ 笑顔 ＳＰＥＥＤ 迅速 ＳＰＥＣＩＡＬＩＳＴ 専門家
「ＳＬＩＭ（効率化 」を心がけて職務に当たる。）

⑦時間的ゴールを常に意識して職務に当たる。
⑧服務規律に関する規則等の整備を行う。

(7)子どもの健全な発達を支え、家庭や地域と連携する開かれた学校づくりを実現する。
①生徒指導や特別支援教育など、子ども一人一人の実態に即し、家庭や地域、関係機関、

専門機関等と密接に連携し、適切な支援・指導に努める。
②障がいのある子どもと障がいのない子どもが可能な限り共に過ごすための条件整備と、

一人一人の教育的ニーズに応じた学びの場の整備により、インクルーシブ教育システム
の構築に取り組むとともに、一人一人の障がいの状態等に応じた自立活動等、適切な指
導や必要な支援が受けられるようにする。

③不登校傾向の見られる児童への対応は、家庭及び関係機関との連携を密にし進める。
④学校運営協議会を機能させ、教育情報の積極的な発信や家庭、地域からの受信を図り、

家庭や地域と連携を一層深める。
(8)子どもが学ぶにふさわしい、美しく快適な学習・生活環境づくりを推進する。

①子どもの学びの場、生活の場にふさわしく、来校者を温かく迎える、美しく快適な校内
外の環境づくりに努める （教室の整理整頓の励行、廊下等の安全確保、掲示コーナー。
の有効的な活用）

②挨拶の励行と子ども同士、教師の声かけなど、言語環境に留意した指導を行う。
③教育活動の充実を図る学校予算の適正かつ計画的・効果的・効率的な事務執行を行う。
④図書館や特別教室、ICT機器を含めた備品・設備等の整備と積極的な活用を図り、教育

活動の充実を図る。
(9)安心・安全で健康な学校生活を送る危機管理を推進する。
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①家庭や地域、関係機関との連携を図り、双方向の協力体制をつくる。
②危機管理マニュアルを再点検し、火災・地震・不審者に対する避難訓練、猛暑対応等を

含めた指導の改善・充実を図る （危機管理マニュアルの周知、訓練、マチコミメール。
の活用）

③子どもの事故や非行、問題行動等の事前防止に努める。問題行動やクレーム等が起こっ
た場合は早期の段階で子ども理解委員会にて協議し、組織的に対処する。

④子どもや教職員の健康保持や校舎内外の施設等の安全確保は定期的な点検を通し、常に
安心・安全で健康的な環境づくりに努める （理科「薬品管理責任者」の選定を含む）。

⑤新型コロナウイルスやインフルエンザ流行等不測の事態への対応については、通知文の
周知を図り、必要に応じて対策チームをつくる等迅速に対処する。

(10)信頼関係を築く学校事務に努める。
①教育目標、重点目標達成の視点で、子どもに効果的に還元するための予算編成を行い、

迅速に計画的な予算執行に努める。
②明朗な金銭管理に努める。
③文書の適切な処理・保管と情報管理に努める。
④施設・設備の安全管理に努める。
⑤業務改善の視点から、校務の円滑な運営に参画する。

(11)子どもと向き合う時間を確保した業務の見直しと改善を図る。
①学年・学級経営の時間確保のために、学校行事等の教育活動や校務分掌業務を見直し、

校務ＤＸを積極的に進め、業務改善を推進する。
②企画会議・チーム会議の導入と学年打合せ会の運用により、職員会議等の協議事項を精

選し諸会議の軽減と効率化に努める。
③学校運営協議会を機能させ、学校・家庭・地域の教育的役割を見直し、それぞれの分担

の明確化と協力・協働体制を整える。
④ICT機器、デジタル教科書、授業支援クラウドを積極的に活用することで、授業準備等

にかかる時間を削減する。
⑤日報（メモランダム ・チャット、職員室モニター活用による連絡事項の周知徹底によ）

り、打合せの回数を削減し、子どもと向き合う時間を確保する。
⑥一人一人の意識を改革し、仕事の見える化と優先順位の決定等による職務内容の精選を

図る。
(12)GIGAスクール構想に対応した指導体制の確立を図る

①日常的に１人１台端末を活用した授業を実践する。
②研修体制を確立し、１人１台端末を活用した授業イメージを全職員で共有化するととも

に、職員の授業スキルの向上を目指す。
③災害や感染症の発生等による学校の臨時休業等の緊急時においても、ICTの活用により

学びを保障できるよう環境整備を行う。

５ 指導の方針
(1)学ぶ意欲を高め、確かな学力を育成する学習指導を実践する。

「 」 「 」 、①ＩＣＴ環境を適切に活用した 個別最適な学び と 協働的な学び を一体的に充実し
「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善につなげる。

②基礎的・基本的な知識・技能を、子ども一人一人に確実に習得させる授業づくりに努め
る。

、 、 、 、③学習規律の徹底と授業展開 ノート指導 板書の仕方等 校内で一貫した指導を確立し
学習内容の着実な定着を図る。

④地域人材（まちの先生）や環境等の教育資源の活用や教材教具の工夫、見通しを立てた
り振り返ったりする活動を位置付けた学習過程の改善、ＩＣＴの活用等、学ぶ意欲を高
める指導の工夫を図る。

⑤問題解決的な学習、豊かな自然や社会を生かした体験活動を活用して、課題を解決する
思考力・判断力・表現力等を育む授業をバランスよく配置し指導する。

⑥「学びがい・生きがい」の高まりにつながる「主体的・対話的で深い学び」の実現に向
けた授業改善を図る。

、 、 。⑦指導と評価の一体化を図り 補充学習や発展学習など 個の習熟に応じた指導を進める
⑧TTやサポート・ティーチャー（協力支援指導）を活用し、個に応じた少人数指導、習熟

度による指導体制の一層の充実を図る。
⑨学習習慣の育成（朝学習、家庭学習(課題・自主学習等)の検討、家庭学習の手引の活用

等）や、読書活動の推進（朝読・昼読・家読 、チャレンジテストの活用、放課後や長）
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期休業を利用した学習機会の設定等、学力向上に向けた活動を推進する。
⑩学園制加配による授業や学年団における交換授業を取り入れ、教師の専門性を生かした

授業を展開する。
(2)「特別の教科 道徳」を充実させ、豊かな心を育てる道徳教育を推進する。

①全教育活動を通して道徳教育を充実し、豊かな心を育む。
②「特別の教科 道徳」を要とした全体計画の見直し、発達段階を考慮した指導の重点化

と学習過程の確立を図る中で、指導の充実を図る。
③各教科・領域との連動を図り、自己のよさや可能性に気付き、主体的に人間関係を育む

活動を充実する。
④興味・関心に応じた資料や、地域人材、行事、体験等を活用し、子どもの心に響く効果

的な指導の充実を図る。
⑤道徳教育推進教師を中心とした校内体制(指導体制・校内研修を含む)を整備・機能化す

る。
⑥道徳的実践力を高める「道徳」の指導を工夫し実践する （授業公開を含む）。

(3)望ましい人間関係を育てる特別活動を充実する。
①ねらい（育てる力）を明確にした学校行事や、全校朝会・集会等の実践と指導を工夫す

る。
②異学年や地域の人々（高齢者・園児・障がい者等）とのふれあいを通し、望ましい人間

関係を培う指導を推進する。
③子どもの活動状況や変容について、受信した情報の提供と共有化を図る。
④子どもの発想や創意を生かし、歌声が響く学級活動の充実や、学年や全校音楽で美しく

調和する歌声、気持ちを合わせる心等の育成を図る。
⑤各教科等との指導の関連を図った効果的な指導に努める。
⑥主観的ウェルビーイングの状況を把握（学びがい、生きがい）し、学校教育全体を通じ

て子ども達のウェルビーイングの向上を図る。
(4)主体的な学びを育てる総合的な学習の時間を充実する。

①教科等横断的な学習や探究的な学習の充実を図り、自ら課題を見付け、考え、判断し、
問題を解決する資質や能力を育成する活動を充実する。

②各教科、道徳、外国語活動及び特別活動で身に付いた知識や技能等を生かす探究活動を
充実する。

③自然体験やボランティア活動等の社会体験、ものづくり、生産活動等の体験活動、観察
・実験、見学や調査、発表や討論等の学習活動、身近な学習環境を生かした活動を充実
させ、学ぶ喜びや感動につながる実践を工夫する （田んぼの学校、農園活動等）。

(5)言語や文化について体験的に理解を深める外国語・外国語活動を推進する。
①外国語として英語を取り扱い、異文化理解とコミュニケーション能力を伸長する。
②教育課程を適切に編成・実施し、指導の充実を図る。
③英語専科教師、外国語指導助手（ALT）との連携を図り、指導の効果をあげる。

(6)自らを律する心を育てる生徒指導を充実させる。
①課題対応の側面だけではなく、プロアクティブな生徒指導の視点で全ての児童を対象に

自発的・自主的に自らを発達させていくことを尊重し、全教職員が発達支持的な生徒指
導の側面に重点を置いた指導を行う。

②子どものよさを「生かし、伸ばし、育む」という姿勢で、きめ細やかで子どもの心に寄
り添う共感的理解に基づいた指導に努める。

③「いじめ」の根絶、子どもの悩みや問題行動の早期発見、早期の組織的対応を推進する
指導体制を確立する （アンケート：年２回、事例研、子ども理解委員会や教育相談の。
機能化）

④家庭や地域、関係機関、ＳＣ、ＳＳＷ、専門スタッフ等との連携により指導の充実を図
る。

⑤子どもの発達段階に即し、きまりを守る意識や態度の育成を図り、基本的生活習慣の定
着と個に応じた指導を工夫する （早寝・早起き・朝ごはん、学習・テレビ・ゲームの。
時間、挨拶、言葉遣い、食事マナー、忘れ物等 → 学級指導や生活目標との相乗効果を
生かした指導）

⑥自律心を一層育むためにも、人との関わりの中で生まれる「自己有用感」を育成するこ
とを重視する活動を行う。

(7)たくましい心身を育てる体育・健康指導と、安全教育を推進する。
①年間計画に基づく学校保健・学校安全等の指導の工夫・改善する。
②性に関する指導や生命・健康等に関する指導の充実と、家庭との連携を図る。
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③町の食育推進計画に基づいた食育の指導を推進する。(食育教科書の活用)
④日常的な体を動かす遊びの奨励や、運動の楽しさを味わわせる体力づくりを推進する。

（体育指導の充実、日常的な実践：ランニング、縄跳び等）
⑤新体力テストの実施後の結果分析を行い、児童の課題改善につながる具体策を明らかに

し全校で取組を進める。
⑥学校・家庭・地域が連携した交通安全指導に努める。

(8)子ども一人一人の教育的ニーズを踏まえ、全教職員による特別支援教育を推進する。
①全ての教職員が障がいや特別支援教育にかかる理解を深める取組を推進し、教師の専門

性の向上を図る。
②特別支援学級児童や通級指導教室児童、それぞれの児童の特性に応じた効果的な自立活

動等の指導に努める。
③学級担任による学級での指導と通級指導教室等で行う個別指導等と連携を図り、効果的

に指導する （TTや通級指導、支援員、地域講師等との連携・協力）。
④特別支援学級担任がＴ１として全体指導を、通常学級担任はＴ２として特別支援在籍児

を中心とした個別指導による交換授業をとおして、特別支援教育の理解とインクルーシ
ブ教育の推進に努め、全教職員で子どもを育てる体制を充実する （音楽や体育、図工。
等の得意教科、単元の交換授業 等）

⑤個のニーズを適切に捉えた支援の協働体制のもと、目標を明確にした個別の指導計画・
教育支援計画を作成し、その活用と累積化を図る （東神楽町子育てサポートファイル。
「えんじん」の活用・累積）

⑥子ども理解委員会や各関係機関、家庭と連携（ケース会議、ＳＣ、保護者説明会等）し
適切な指導をする。

⑦協力学級や特別支援学校等の子どもとのふれあいを大切にした共同・交流学習を推進す
る。

(9)自己を見つめ、よりよい生き方を目指すキャリア教育を推進する。
①挨拶や返事、言葉遣い、思いやりある行動、自他のよさの認知など、自己及び他者への

積極的な関心を図る指導を充実する。
②係や当番、役割の必要性、身の周りの仕事等への関心や意欲の向上を図る指導を充実す

る （教室や廊下等の美化、農園活動等）。
③夢や希望、憧れる自己のイメージや職業等、よりよい生き方を考え 「生きがい」につ、

ながる自己実現を図る指導を工夫する。
④自己の役割に責任を果たし、勤労を重んじ、目標に向かって努力する等、望ましい勤労

観や職業観の育成を図る体験的活動を展開する。
(ア)「キャリアパスポート」を活用し、自己および他者、目標をもって取り組むことの

大切さに気付く教育相談に努める。
(10）防災教育を充実させ、避難訓練、集団下校を核として、地震や暴風雨・暴風雪等の天災

時における的確な避難行動等についての意識を高める。
①不審者対応訓練・研修は、計画に従って確実に行う。
②万が一の場合を想定し、指示系統や連絡体制等を整える。
③避難訓練の実施、事件や事故、非常災害時に主体的に行動できるよう指導する。
④ハザードマップ等を活用した暴風雨時の適切な対応に加え、熱中症対策など適切に行動

できるよう指導する。
(11) 生き物を育てたり、自然環境に触れたりする活動を通して、身近な環境への関心を高め

よりよい環境の創造に主体的に働きかける実践的な態度を養う。
①身近な環境に対する興味や関心を高め、知識や態度を身に付けることができるよう努め

る。
②各教科、道徳など教育活動全体を通して、環境の維持・保全についての理解を深められ

るよう指導の工夫に努める。
③地域の教育力（人・もの・こと）の活用に努める。

(12)各教科等の具体的・体験的な活動の中で「情報活用の実践力」の育成を図り、子ども達
がＰＣやインターネット等に慣れ親しみ、適切に活用できるようにする。

①インターネットの有害な側面等についての指導を充実させ、保護者との連携を図るとと
もに情報モラルガイドラインを作成する。

②具体的な指導の中では、情報を適切に選択・判断する力が育成されるように努める。
、 （ ） 、③ＧＩＧＡスクール構想に対応し 授業支援クラウド ロイロノート を活用することで

資料のやりとり、思考の可視化、意見の共有等を図り、子ども達が自ら考え表現する協
働的な学び、個別最適化された学びづくりやオンラインでの授業を構築する。
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④プログラミングのスキルを身に付けるとともに、小学校段階における論理的思考力や創
造性、問題解決能力等の育成を図る。

教職員の構成

（校長・教頭・主幹教諭・フリー１）①普通学級 １３学級 定員１７名
知的1+1、自閉・情緒3、病弱1、肢体1、言語1、難聴1、フリー1）②特別支援学級８学級 定員１０名（

③通級指導加配 ５名
④養護教諭 １名
⑤事務職員 １名

（主幹教諭設置加配）⑥非常勤講師 １名
⑦特別支援教育支援員（町委嘱） ５名
⑧環境整備員（町職員） １名
⑨事務職員（町嘱託） １名
⑩図書協力員（町嘱託） １名
⑪スクールサポートスタッフ １名
⑫栄養士・給食調理員（町嘱託） ５名

計 ４９名


